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熊本地震

令和２年７月豪雨 小田川の流木

令和２年７月豪雨 マゼノミステリーロード土砂崩れ

熊本地震

特
集
　
災
害
か
ら
命
を
守
る
！
　

　
　
　
　
　
～
今
か
ら
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
～

　
近
年
、
気
候
変
動
等
に
よ
り
、
日
本
の
自
然
災
害

の
発
生
件
数
と
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
南
小
国
町
で
も
、
熊
本
地
震
や
令
和
２
年
７
月
豪

雨
の
際
に
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
次
の

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
自
宅
や
よ
く
い
る
場
所
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
経

路
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

身を守るための行動を！
〇大雨・台風

飛来物で窓ガラスが割れることがあるため、雨戸やカーテンを閉めて窓には近づかない。
植木鉢や物干し竿など、風で飛ばされそうなものを移動・固定する。

〇地震
自宅の場合
クッションやバッグなど、手近にあるもので頭部を覆って守る。移動が可能なら、テーブルの下な
ど空洞となる場所に逃げ込む。
コンロやストーブの火は、揺れが収まってから落ち着いて止める。
運転中の場合
急ブレーキ、急ハンドルをせず、ハザードランプを点灯して徐々にスピードを落とし、道路の左側
に停車して揺れが収まるのを待つ。車から離れる際は、緊急車両の通行の妨げにならないよう鍵を
つけたままにする。
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梅雨到来！！
　災害が増える季節がやってきました。近年では毎年のように「これまでに経験したことのないよう
な大雨」が、全国各地に甚大な被害をもたらし、多くの被災者を出しています。
　災害が起こりやすいこの時期、大切なのは、事前に備えておくことです。危険信号を知り、気を付
けておく、避難場所を確認し、いざというときにすぐに動けるようにしておくなど、自分や家族、大
事な人たちを守る備えをしておきましょう。

危険信号発見！危険信号発見！

危険信号を早めにキャッチ！
●熊本県統合型防災情報システム

災害警戒情報、気象情報、雨量情報などの情報を確認
することができます。

●気象庁ホームページ
気象庁から提供されるものでお住いの市町村の気象情
報、土砂災害警戒情報、雨雲の動きなどを確認できます。

●南小国町河川監視カメラ
南小国町内の河川９箇所に設置してある河川監視カメラ
です。
リアルタイムの映像を町ホームページから確認できます。
洪水警報等の発表があった場合は町 CATV の番組を河
川カメラに切替えますので、ご自宅のテレビから確認で
きます。

●南小国町 LINE公式アカウントへの登録
災害のおそれがある場合に避難情報の発令、避難所開
設情報などを配信します。
※登録はこの QR コードを読み取ってください。

早めの行動が
身を守る第一歩！！
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警戒レベル 状況 住民の行動 避難情報

5 災害発生又は切迫 命の危険、直ちに安全確保 緊急安全確保

4 災害の恐れが高い 危険な場所から全員避難 避難指示

3 災害のおそれ
●危険な場所から高齢者等は避難
●避難に時間のかかる要配慮者（高齢
者・障がい者・乳幼児等）とその支援
者は避難

高齢者等避難

2 気象状況の悪化 自分の避難行動の確認
大雨注意報
洪水注意報
（気象庁が発表）

1 今後、気象状況悪化のおそれ 災害への心構えを高める
早期注意情報
〈警報級の可能性〉
（気象庁が発表）

各家庭ですぐに動ける準備を！
　支援物資に頼るのではなく、自助（自分の身は自分で守る）を基本に、日頃から
非常時の持ち出し品をリュックなどの持ちやすい状態で準備しておきましょう。
　１人３日分以上の食料その他を備えておくようにお願いします。
　災害時の避難には次のような品々が必要です。

□非常持ち出し袋
両手がふさがらないよ
うなバッグに、持ち出
し品をあらかじめ入れて
おく。

□飲料水
１人１日３リットルを目
安に。

□食料
保存可能で、火を通さ
ずに食べられるもの。

□携帯ラジオ
なるべく小型で軽いも
の。予備の電池も。

□応急医療品・
常備薬

ばん そうこう、 包 帯、
薬など。

□衣類・雨具・
帽子（ヘルメット）

夏でも、けが防止のた
め長袖長ズボンを。落
下物から頭を守るため
のヘルメットも。

□タオル・下着
タオルは清潔なものを
複数枚。下着はコンパ
クト肌着セットなども市
販されています。

□ライター
火が付くかどうかの確
認を。

□ろうそく
太くて安定感のあるも
のを。

□懐中電灯
なるべく１人に１つ用意。
予備の電池も忘れずに。

□軍手
がれきなどを除去する
ほかに、手の保温にも。

□多機能ナイフ
ナイフや缶切りなど、さ
まざまな用途がコンパク
トになっていて便利。

□ポケットティッシュ
用途はいろいろ。

□トイレットペーパー
芯を抜いてつぶしておく
とかさばらなくて良い。

□貴重品・
現金（小銭）

預金通帳、印鑑、健康
保険証のコピーなど。す
ぐに取り出せるよう、保
管場所を決めておく。

□生活必需品
メガネ、補聴器、コン
タクトレンズ（洗浄液
も）、生理用品など、各
自の必需品を。

　家族構成（大家族・高齢者・若年・独居世帯）で備蓄、持出品が異なります。それぞれが必要とす
る物品等を考えて備蓄することが大事です。
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避難予定場所一覧

赤
馬
場

避難対象地区 指定避難所 指定緊急避難場所

満
願
寺

避難対象地区 指定避難所 指定緊急避難場所
田中 千光寺 千光寺集会所

南小国町役場
及び

役場庁舎別館

荒倉 平 動目木
手形野 志賀瀬 里組集会所

南小国町役場
及び

役場庁舎別館
竹の熊 竹の熊集会所

森園 黒原 中村
布目 馬場上
鬼山 鬼山上

役場庁舎 志津 公民館満願寺分館

りんどうヶ丘
小学校

立岩 立岩集会所
志童子 志童子集会所

戸無 黄川 滝ノ口 黄川集会所 扇 扇集会所

星和 永山 薊原 公民館
星和分館脇戸 脇戸集会所

矢津田上 矢津田上集会所 矢ヶ部 小原 矢ヶ部集会所
矢津田下 矢津田下集会所 吉原 公民館

星和分館赤馬場 役場庁舎
杉田上 山﨑ナツ子氏宅前 小田 小田公民館
杉田下 下杉田集会所 白川 白川集会所

中杉田 杉田住宅集会所
きよらカアサ駐車場

黒川
べっちん館

ふれあい広場
黒川駐在所前広場
黒川温泉駐車場

新町 新町住宅集会所

上町 本町 下町 上町集会所
さくら荘

中
原

和田 和田公民館

元気プラザ中原
及び

中原小学校

瀬の本 県営駐車場
瓜上 中原住宅 元気プラザ中原 大谷山 大谷山集会所
米山 米山上
落見 椚の本 上中原公民館 田の原 田の原集会所

高花 長迫 鬼渕
陣内 波居原下

公民館
波居原分館

南小国町役場
及び

役場庁舎別館
地蔵原 松の本
坂の下 田尻 下中原公民館

陣の前 平瀬 滝下公民館

中湯田 樋の口
湯田公民館
湯夢プラザ

樋の口集会所
湯田上 湯田下
古賀 矢田原

湯田公民館
湯夢プラザ

指定避難所 災害の危険性があり、避難した住民等を災害の危険性がなくなるまで避難
させる。自主防災組織が開設・運営を行う。

指定緊急避難場所 災害の危険が切迫した状況において、住民の生命の安全の確保を目的とし
て町が開設・運営を行う。

緊急時のお知らせについて
　災害の発生または発生の可能性がある場合には、告知端末から臨時放送が行われます。放送と同時
に南小国町 LINE 公式アカウントから情報が配信されるため、告知放送を聞き逃した場合に備えて町
LINE への登録をよろしくお願いいたします。

　緊急時の
　　　連絡先

　消防・救急は
　　　１１９番

　警察は
　　　１１０番

名称 電話番号
南小国町役場 0967-42-1111
消防北部分署 0967-46-4411
小国警察署 0967-46-2110
九州電力日田配電営業所 0120-986-502
NTT 西日本熊本支店 096-321-3083
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令和６年度

南小国中学校体育大会
体育大会スローガン

「同心協力」
全校生徒78名で、心を一つに

協力し合い、みんなで団結し最

高の体育大会を創り上げる

３年技巧走３年技巧走 生徒代表宣誓生徒代表宣誓

力を合わせた団対抗綱引き力を合わせた団対抗綱引き

白熱した団対抗タイヤ引き白熱した団対抗タイヤ引き
6
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　５月 18 日（土）に南小国中学校で
体育大会が開催されました。
　今年度は、新型コロナウイルスの影
響でなくなっていた地域観覧席も用意
され、活気あふれる体育大会になりま
した。
　紅団の家入榮作団長と白団の中村一
華団長の指揮のもと、生徒たちはこの
体育大会で仲間と団結することで、一
段と絆を深めたようでした。
　笑顔がはじけ、息の合った団対抗ダ
ンスや迫力のある応援演舞が印象的
で、生徒たちはこれまでの練習の成果
を発揮した体育大会になったようでし
た。

技巧走のあとのフォークダンス技巧走のあとのフォークダンス息を合わせて飛んだ学級対抗長縄息を合わせて飛んだ学級対抗長縄笑顔で決めポーズ笑顔で決めポーズ

紅団ダンス集合してポーズ紅団ダンス集合してポーズ

団対抗リレー団対抗リレー

白団ダンス集合してポーズ白団ダンス集合してポーズ

徒競走で１位のゴールテープを切る生徒たち徒競走で１位のゴールテープを切る生徒たち
7
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令和６年度子どもの読書活動優秀実践校　文部科学大臣表彰

町内３小学校　羊の毛刈り体験

　りんどうヶ丘小学校が子どもの読書活動優秀実践学校として
表彰されました。今回の表彰は、子どもが積極的に読書活動を
行う意欲を高める活動を推進し、特色ある優れた実践を行って
いる学校に対して文部科学大臣より表彰されるものです。りん
どうヶ丘小学校では、週２回の朝の読書活動や、「かっこうの会」
による読み聞かせの他、毎日の給食の時間に児童たちがおすす
めの本を紹介する放送をするなど数多くの読書についての関心
と理解を深める活動を行っています。

　北
きたざとかずのり

里和敎さんと實
さ ね だ

田正
まさひろ

博さんを講師として、毎年りんどうヶ丘小学校で行われている羊の毛刈り体験が、
今年は市原小学校、中原小学校を含めた町内 3 小学校で開催されました。
　児童たちは、少し怖がりながらも羊の毛刈りという貴重な体験を楽しみ、毛刈りが終わった後の羊を見て

「ちいさくなった！」と驚きの声をあげたり、刈った毛を触って「ふかふかで気持ちいい」とはしゃいだり
していました。

りんどうヶ丘小学校長　櫔原憲聖さん

①及び腰で毛刈りをする児童（市原小）　　②（中原小）　　③子羊に触る児童たち（りん小）　
④刈った毛の上に寝そべる児童たち（りん小）　　⑤（市原小）　　⑥子羊を抱き上げる児童（中原小）　　
⑦北里さんが飼育している羊

①①

⑤⑤

②②

⑥⑥

④④

⑦⑦

③③
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多
様
な
生
き
方
を
尊
重
す
る
と
は

　
１　

学
校
現
場
今
昔

　

私
は
、
教
育
現
場
に
35
年
間
勤
務
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
35
年
間
で
学
校
現
場
で
も
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
物
事
の
考
え
方
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
学
校
生
活
の

変
化
か
ら
見
て
も
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

思
い
つ
く
ま
ま
に
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。
変
化
す
る
前
の
物
を
書
き
出
し
て

み
る
と
、「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
な
あ
。」
と

言
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

○
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
（
赤
と
黒
）　

　

○
男
女
別
体
操
服

　

○
上
靴
の
色
（
青
と
赤
）

　

○
出
席
番
号
（
男
女
別
）　

等
々
、
た
く
さ
ん
の
事
例
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
代
表
的
な
も
の
だ
け
挙
げ
て
み
ま
し

た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
が
現
在
ま
で
に
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
は
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
よ
る

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
人
権
意
識

の
変
化
や
、
物
の
見
方
が
多
様
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
変
化
し
て
き
た
も
の
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

２　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
の
変
化

　

こ
こ
数
年
、
み
な
さ
ん
小
学
生
の
ラ
ン
ド

セ
ル
の
色
が
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
に
気

づ
い
て
い
ま
し
た
か
。
南
小
国
の
子
ど
も
た

ち
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
も
同
じ
よ
う
に
と
て

も
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
形
状
（
使
い

勝
手
の
良
さ
、
安
全
面
か
ら
）
は
、
そ
れ
ほ

ど
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
色
は
本
当
に
多

彩
に
な
り
ま
し
た
。
教
室
の
後
ろ
の
棚
に
並

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
一
目
瞭
然
で
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
の
変
化
の
背
景
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
時
代
は
、
男
の
子
は
黒
、
女
の

子
は
赤
と
い
う
時
代
で
し
た
。
そ
れ
に
関
し

て
全
く
疑
問
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
社
会
全

体
と
し
て
も
、
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

変
化
し
始
め
た
時
期
は
、
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
や
ら
平
成

の
中
頃
あ
た
り
か
ら
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
が
出

回
り
始
め
た
よ
う
で
す
。
あ
る
企
業
が
24
色

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
発
売
し
た
の
も
そ
の
こ
ろ
の

よ
う
で
す
。
企
業
側
の
販
売
戦
略
も
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
ラ

ン
ド
セ
ル
を
選
ぶ
側
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
自

分
の
意
思
で
選
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
そ

の
こ
と
を
理
解
し
購
入
す
る
家
族
。
ラ
ン
ド

セ
ル
の
色
の
選
択
か
ら
も
固
定
化
さ
れ
て
き

た
意
識
が
、
多
様
な
も
の
に
変
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

３　

南
小
国
中
学
校
の
制
服

　

学
校
生
活
に
お
い
て
も
多
様
な
物
の
見
方

や
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
書
い

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
と
て
も
身
近
に
感
じ

た
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
南

小
国
中
学
校
の
制
服
が
本
年
度
か
ら
新
し
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。
町
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
現
在
の
中
学
生
全
員
に
無
償
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
南
小
国
の

皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
で
き
ご
と

で
し
た
。
入
学
式
に
案
内
い
た
だ
き
、
私
も

新
入
生
の
制
服
を
見
ま
し
た
が
、
ブ
レ
ザ
ー

型
の
制
服
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
よ
く

似
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
制
服
は
、
ブ
レ
ザ
ー
の
腰
回
り
の
絞

り
の
有
無
、
ス
カ
ー
ト
か
ス
ラ
ッ
ク
ス
か
、
ネ

ク
タ
イ
か
リ
ボ
ン
か
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
制
服
が
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
併
せ
て
、
自
由
な
選
択
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
る
制
服
に
、
南
小
国
の
皆
さ
ん

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い

を
感
じ
ま
し
た
。
制
服
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
中
学
校
で
の
学
習
に
安
心
し
て
取
り
組
ん

で
欲
し
い
と
い
う
思
い
と
、
さ
ら
に
は
、
自

分
の
生
き
方
を
し
っ
か
り
自
分
で
選
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
、
多
様
な
考
え
を
受
け
入
れ
な
が

ら
友
達
と
互
い
に
わ
か
り
合
い
な
が
ら
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
等
々
い
く
つ

か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
南
小
国
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
多
様
な

選
択
が
で
き
、
個
々
が
認
め
ら
れ
安
心
し
て

未
来
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
な
社
会
が
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を

持
ち
ま
し
た
。

４　

多
様
な
生
き
方
を
支
え
る

  

多
様
な
選
択
に
つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
が
、

一
つ
だ
け
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
、
私
自
身
が

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
個
々
の

選
択
に
つ
い
て
自
分
の
価
値
観
だ
け
で
否
定

し
た
り
、
押
し
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
す
。
個
々
の
選
択
を
認
め
て
い

き
、
個
々
の
生
き
方
を
肯
定
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
現
場
や
家
庭
で
も

意
識
し
て
生
活
は
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
確
認
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
寄
り
添
い
支
え
合
い
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
一
人
一
人
が
誇
り
を
持
ち
、

多
様
な
生
き
方
を
尊
重
し
あ
え
る
里
」
と
南

小
国
町
の
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
南

小
国
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
自
分
自
身
の
た
め
に
「
多
様
な
生
き

方
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ

か
ら
も
、
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（

井
芹
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

241

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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授
業
参
観

　

４
月
26
日
、
今
年
度
は
じ
め
て
の
授
業

参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
級
懇
談
会
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
開
催
で
し
た

が
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々
に
参
観
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
業
参
観
は
、
１
年
生
は
、
体

育
の
授
業
で
「
体
づ
く
り
運
動
」
を
と
お

し
て
、
体
ほ
ぐ
し
と
体
の
動
き
を
高
め
る

方
法
に
つ
い
て
理
論
を
学
ん
だ
あ
と
、
体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
心
地
よ
さ
を
味
わ
い

ま
し
た
。
２
年
生
は
、音
楽
の
授
業
で「
和

楽
器
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
し
て
、タ
ブ
レ
ッ

ト
で
楽
譜
を
見
な
が
ら
、「
さ
く
ら
さ
く

ら
」
の
曲
を
琴
で
演
奏
し
ま
し
た
。
３
年

生
は
、
数
学
「
文
字
式
」
の
学
習
で
、
最

初
に
個
人
で
考
え
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

で
協
働
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
ど
の
学
級
も
保
護
者
の
皆
様
の
温
か

い
眼
差
し
に
励
ま
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
緊
張
の
中
に
も
集
中
し
て
学
習

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

　

４
月
30
日
、
本
校
体
育
館
に
て
、
小
国

署
交
通
課
、
赤
馬
場
駐
在
所
、
黒
川
駐
在

所
、
そ
し
て
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
の
井
上 

幸
一
様
に
来
校
い
た
だ
き
、

交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
実
技
で

は
、
自
転
車
点
検
や
試
乗
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
講
習
で
は
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
に
つ
い
て
学
び
、
最
後
は
筆
記
試
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
れ
ば
、

車
の
仲
間
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分
の
命
と
他
の

人
の
命
を
守
る
運
転
に
心
が
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 （

文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

５
年
生　

米
作
り
に
挑
戦

　

本
年
度
も
５
年
生
が
米
作
り
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
梅
木
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
黒
米
、
緑
米
な
ど
、
四
種
類

の
古
代
米
を
今
年
は
種
ま
き
か
ら
挑
戦
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
育
苗
ポ
ッ
ト

に
土
を
入
れ
、
種
も
み
一
粒
一
粒
を
丁
寧

に
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
苗
が

大
き
く
な
っ
た
ら
、
田
植
え
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
が
小
さ
い
こ
ろ
農
作
業
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
歌
の
歌
詞
が
今
で

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。『
♪
米
と
い
う

字
を
分
析
す
れ
ば
ヨ
～　

八
十
八
度
の
手

が
か
か
る　

お
米
一
粒
粗
末
に
な
ら
ぬ

…
』
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
、
種
ま
き

か
ら
収
穫
ま
で
米
作
り
の
一
連
の
作
業
を

体
験
し
て
い
き
ま

す
。
自
ら
の
経
験

を
と
お
し
て
、
地

域
の
こ
と
や
自
然

の
大
切
さ
、
食
を

支
え
る
農
業
の
こ

と
な
ど
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

学
校
林
の
見
回
り

　

市
原
小
学
校
に
「
学
校
林
」
に
つ
い
て

の
お
話
が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
明
治
の
時
代
に
学
校
の
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
と
地
域
の
方
た
ち
が
山

を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に

苗
木
を
植
え
、
多
く
の
方
が
手
入
れ
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
そ
の
山
を
、

本
年
度
も
後
援
会
の
方
々
で
見
回
り
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
の
中
を
分
け
入

り
、
山
や
木
の
様
子
を
確
認
し
て
い
く
、

重
労
働
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、

市
原
小
学
校
の
学
校
林
は
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
る
よ
う
に
、
杉
や
ヒ
ノ
キ

が
す
く
す
く
と
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

発　

見

発　

見
　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！
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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

　

４
月
９
日
、
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。

３
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
35
名

で
令
和
6
年
度
の
中
原
小
学
校
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
校
訓
は
「
ゆ
た
か
に　

か
し
こ

く　

た
く
ま
し
く
」
で
す
。
こ
の
校
訓
に

ち
な
み
、
心
豊
か
で
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
知

り
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
児
童
の
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に

　

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
４

月
か
ら
こ
れ
ま
で
本
校
で
は
、
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
や
小
国
警
察

署
の
方
々
を
講
師
と
し
た
交
通
教
室
、
ナ

カ
バ
ル
ツ
ク
ル
会
の
皆
様
と
連
携
し
て

行
っ
た
麦
畑
の
観
察
・
草
取
り
、
そ
の
他

に
も
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
、
羊
の
毛
刈

り
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
豊
か
に
つ
な
が
り
、
地
域
を
想

う
心
を
育
み
、
地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
お

力
添
え
を
い
た
だ
く
保
護
者
の
皆
様
や
地

域
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
中
原

小
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す

　

本
年
度
、
本
校
は
創
立
１
５
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
１
５
０
年
と
い
う
伝
統
と
歴

史
の
う
え
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
中
原
小

の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
校
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
皆
様
に
こ
こ
ろ
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　

  
ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

学
校
教
育
目
標

　

４
月
９
日
、
７
人
の
新
入
生
を
迎
え
、

全
校
児
童
48
人
で
、
令
和
６
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は
、

「
地
域
と
と
も
に
歩
む
『
夢
』
い
っ
ぱ
い

『
自
信
』
い
っ
ぱ
い
の
学
校
」

で
す
。

　

何
事
に
も
「
夢
」（
目
標
）
を
持
ち
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
自
信
」
を
一
つ

ず
つ
増
や
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
り
ん
ど
う
ヶ
丘

小
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
夢
」
と

「
自
信
」
で
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
名
付
け
て
、

「
３
つ
の
輝
く
！
」
大
作
戦
で
す
。

　

み
ん
な
輝
く
！
（
人
が
輝
く
）

　
　

子
ど
も
が
輝
く
！

　
　

先
生
が
輝
く
！

　
　

家
族
・
地
域
の
人
が
輝
く
！

　

学
校
輝
く
！
（
学
校
生
活
が
輝
く
）

　
　

勉
強
で
輝
く
！

　
　

運
動
で
輝
く
！

係
・
委
員
会
活
動
や
掃
除
な
ど
で
輝

く
！

　

ふ
る
さ
と
輝
く
！（
ふ
る
さ
と
が
輝
く
）

　
　

輝
く
自
然
！

　
　

輝
く
歴
史
や
伝
統
！

　
　

輝
く
き
よ
ら
の
郷
！

合
言
葉

　

人
も
輝
き
、
学
校
生
活
も
輝
き
、
ふ
る

さ
と
も
輝
く
と
い
う
「
３
つ
の
輝
く
！
」

の
実
現
に
向
け
て
、
合
言
葉
も
整
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
も
教
職
員
も

　
「
喜
ん
で
登
校
！　

満
足
し
て
下
校
！
」

で
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
子
ど
も
・
行
政

の
五
者
が
連
携
し
、
楽
し
い
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

櫔
原
憲
聖 どうくん

りんちゃん
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授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
５
月
２
日

（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
部
で
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
個
別
の

学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
特
に

新
１
年
生
の
保
護
者
の
方
は
、
は
じ
め
て

見
る
学
校
で
の
様
子
を
嬉
し
そ
う
に
拝
見

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
部
で
は
、
保
健
体
育
の
授
業
で
50

メ
ー
ト
ル
走
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
雨
の

日
が
続
い
て
い
た
中
、
久
し
ぶ
り
の
晴
れ

間
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち
の
良
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
来
た
る
運
動
会
に
向
け
て
、

生
徒
は
全
力
疾
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
等
部
で
は
、
数
学
、
国
語
、
自
立
活

動
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
あ
る
グ
ル
ー

プ
で
は
、
数
学
の
学
習
で
飴
を
使
っ
た
10

ま
で
の
数
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

他
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
自
分
の
荷
物
を

ロ
ッ
カ
ー
に
出
し
入
れ
し
た
り
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
の
開
閉
を
し
た
り
す
る
学
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
引
渡
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。児
童
生
徒
が
学
校
に
い
る
時
間
帯
に
、

震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
引
渡
し
が
で

き
る
よ
う
に
保
護
者
も
交
え
た
訓
練
を
実

施
し
、
災
害
時
に
備
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
保
護
者
の
方
が
迎
え
に
来

る
と
、
ホ
ッ
と
し
て
嬉
し
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
る
児
童
生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

　

令
和
６
年
度
の
小
国
高
等
学
校
体
育
大

会
は
、
予
定
さ
れ
た
５
月
12
日（
日
）は
雨

天
の
た
め
延
期
と
な
り
、
16
日（
木
）に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。「
龍
翔
鳳
舞
（
り
ゅ
う

し
ょ
う
ほ
う
ぶ
）」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
力
強
い
走
り
や
華
麗
な
ダ
ン

ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行
い
、
各
種
委
員

会
が
役
員
を
務
め
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
が

主
体
的
に
活
動
し
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴

で
し
た
が
、
風
が
非
常
に
強
く
、「
ホ
ー

ム
ラ
ン
ダ
ー
ビ
ー
」
で
は
打
球
が
風
に
押

し
戻
さ
れ
た
り
、「
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
」

で
は
各
ク
ラ
ス
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ

た
大
き
な
バ
ト
ン
が
風
の
影
響
を
受
け
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
由
表
現
」
で

は
各
団
の
３
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
ダ
ン

ス
を
創
り
上
げ
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
で
タ
オ
ル
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
応
援
し
た

り
、
競
技
前
に
円
陣
を
組
ん
だ
り
し
て
団

結
を
深
め
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
総
合

優
勝
は
青
団
、
自
由
表
現
の
部
の
優
勝
は

赤
団
で
し
た
。
美
術
部
は
見
事
な
看
板
を

作
成
し
、
体
育
大
会
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
た
こ
と
か
ら
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

小
国
高
校
の
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
体
育
大
会
な
ど
の
学
校
行
事
や
部
活

動
の
大
会
結
果
な
ど
の
情
報
発
信
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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　「おはようございま～す！」朝、８時頃になると、市原小学校の校庭から４～５名の子どもたちが、
髙橋町長に向けて元気いっぱいのあいさつを届けます。
　「ありがとう！今日も頑張ってネ～！」町長が元気いっぱいのお返しのエ－ルを送ります。毎朝の微
笑ましい一場面です。
　「あいさつは、相手の心の扉を開きます」とよく言われます。そして、あいさつにより、人と人との
心のつながりがスタ－トします。
　南小国町の小中学校でも、子どもたちの「あいさつ」の励行について、日々指導を行っているとこ
ろです。しかし、「学校では出来ても、一歩外に出ると・・・」と、よく言われてしまいます。あいさ
つの大切さは理解できていると思うのですが、なかなか日々の習慣化までは至っていないようです。
　私が、以前、学校に勤めている時に、こんな電話をもらったことがありました。

嬉しかったので電話をしました。
私が朝から田植えの準備をしていると、田んぼのむこうの方から
中学生が大きな声で
「おはようございます！」
とあいさつをしてくれたんですよ。やる気が出ました。
すばらしい中学生ですね。褒めてやって下さい！

　朝からの電話で嬉しくなりました。すぐに全校集会の場面で、このことを紹介し、子どもたちを褒
めると共に、あいさつが人を元気にする魔法の言葉であることを話しました。
　「おはようございます」の一言が、相手にとって一日の良いスタ－トを切るきっかけになります。南
小国町の子どもたち一人一人ーの気持ちの良いあいさつで、町全体が潤っていくことを願っています。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（14）　　文責：岩切

新
刊
図
書
紹
介

　

５
月
は
、
町
の
図
書
室
に
12
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
世
界
で
１
番
か
わ
い
い
お
菓
子　

作
り
た
い
！
贈
り
た
い
！

②
頭
が
よ
く
な
る
！　

は
じ
め
て
の
寝
る
ま
え
１
分
お
ん
ど
く

③
と
け
い
の
ほ
ん
１

④
定
食
屋
「
雑
」

⑤
桃
太
郎
の
ユ
ー
ウ
ツ

⑥
レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語
１

⑦
冬
に
子
供
が
生
ま
れ
る

⑧
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ラ
イ
ム

⑨
方
舟
を
燃
や
す

⑩
恐
竜
の
ク
イ
ズ
図
鑑

⑪
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く

⑫
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ
２

　

雪
の
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
事
件
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心
筋
梗
塞
の
前
兆
症
状
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
と
、
致
死
率

約
40
％
の
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
心

筋
梗
塞
で
入
院
し
た
人
の
院
内
死
亡
率

は
10
％
以
下
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
入

院
後
の
予
後
は
比
較
的
良
好
で
す
が
、

心
筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡
の
多
く
が
病
院

到
着
前
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
致
死
率

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
を

発
症
し
た
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
前

兆
の
段
階
で
発
見
す
る
こ
と
、
一
刻
も

早
い
救
急
搬
送
、
心
停
止
を
認
め
た
際

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
が
重
要
で
す
。
な
に

よ
り
、
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
、
発
症

の
前
段
階
で
気
づ
く
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。

　

心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん
の
約
半
数
に

お
い
て
、
発
症
前
に
「
前
兆
症
状
」
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
前
兆
の
時
点
で
治
療
す
る
こ
と

で
、
心
筋
梗
塞
の
発
症
や
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
症
状
を
認
め
た
ら
、
す
ぐ
に
病

院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

・
胸
の
痛
み
、
圧
迫
感
、
絞
扼
感
（
こ

う
や
く
か
ん
、し
め
つ
け
ら
れ
る
感
じ
）

・
胸
や
け

・
腕
、
肩
、
歯
、
あ
ご
の
痛
み

・
症
状
が
数
分
～
10
分
程
度
で
完
全
に

消
失
す
る

・
症
状
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い

※
圧
迫
や
体
位
、
深
呼
吸
に
よ
っ
て
出

現
し
た
り
、
一
瞬
～
数
秒
で
消
失
す
る

場
合
、
前
兆
の
可
能
性
は
低
い
で
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

熊
本
県
内
に
お
い
て
、
熱
中
症
に
よ

り
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
に
被
災

し
た
労
働
者
数
は
、
令
和
５
年
度
は
14

人
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
熱
中

症
と
し
て
労
災
認
定
さ
れ
治
療
を
受
け

た
労
働
者
数
は
前
年
度
か
ら
減
少
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
熱
中
症
に
よ
る

労
働
災
害
が
多
発
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
労
働
災

害
は
平
成
27
年
度
以
降
熊
本
県
で
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
は
毎
年

約
20
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
約
８
０
０

人
の
方
が
４
日
以
上
仕
事
を
休
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
を
徹
底
す
る

た
め
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
、「
ス
ト
ッ

プ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
職
場
環
境
に
つ
い
て

見
直
し
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
ス
テ
ッ
プ
１
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
適
合
し
た
暑
さ
指
数

計
で
暑
さ
指
数
を
随
時
把
握
し
ま
し
ょ

う
。

　

環
境
省
が
発
表
し
て
い
る
、
地
域
を

代
表
す
る
一
般
的
な
暑
さ
指
数
を
参
考

と
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
２
】

　

測
定
し
た
暑
さ
指
数
に
応
じ
て
対
策

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
暑
さ
指
数
の
低
減
の
た
め
に
簡
易
な

屋
根
、
通
風
ま
た
は
冷
房
設
備
、
散

水
設
備
を
設
置
す
る
。

・
冷
房
を
備
え
た
休
憩
場
所
や
涼
し
い

休
憩
場
所
を
設
置
す
る
。

・
暑
さ
指
数
に
応
じ
た
休
憩
時
間
の
確

保
、
作
業
中
止
に
関
す
る
事
項
を
含

め
た
作
業
計
画
に
基
づ
い
て
休
憩
や

作
業
を
中
止
す
る
。

・
熱
に
慣
ら
す
た
め
、
７
日
以
上
か
け

て
作
業
時
間
を
調
整
す
る
。

・
水
分
と
塩
分
を
定
期
的
に
摂
取
す

る
。

・
作
業
開
始
前
や
休
憩
時
間
中
に
プ
レ

ク
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
深
部
体
温
を

低
減
す
る
。

・
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
心
疾
患
、
腎

不
全
、精
神
及
び
神
経
関
係
の
疾
患
、

広
範
囲
の
皮
膚
疾
患
、
感
冒
、
下
痢

の
疾
病
を
も
つ
方
に
は
、
医
師
等
の

意
見
を
踏
ま
え
て
配
慮
を
行
う
。

・
当
日
の
朝
食
未
摂
取
、
睡
眠
不
足
、

前
日
の
多
量
の
飲
酒
が
熱
中
症
の
発

症
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
導

し
、
作
業
開
始
前
に
確
認
す
る
。

・
巡
視
を
頻
繁
に
行
い
声
を
か
け
る
、

「
バ
デ
ィ
」
を
組
ま
せ
る
等
労
働
者

に
お
互
い
の
健
康
状
態
を
留
意
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

・
少
し
で
も
本
人
や
周
り
が
異
変
を
感

じ
た
ら
、
必
ず
一
旦
作
業
を
離
れ
、

病
院
に
搬
送
す
る
（
症
状
に
応
じ
て

救
急
隊
を
要
請
）な
ど
を
措
置
す
る
。

※
全
身
を
濡
ら
し
て
送
風
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
体
温
を
低
減
す
る
。
一
人
き

り
に
し
な
い
。

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
前
に
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
を
検
討
し
、
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　　　予防接種のWEB予約システムが始まります 総看護師長　河津　紀子
事務局　渡邉あゆみ

　令和 6年 7月より、予防接種のWEB予約受付が始まります。まずは、乳幼児お
よび小児の予防接種予約からとなります。
　今までは予防接種の予約をしたい時に、当院の業務時間内に電話を頂き、ご家族
が母子手帳を確認しながら、看護師も電子カルテで過去の接種履歴と対象ワクチン
の確認しながらの対応で、日程調整に時間を要していました。
　WEBによる予約システムを導入することにより、予防接種の予約が２４時間いつ
でも可能になります。

　この予約システム (Uttaro) は、登録に少々時間を要しますが、１度登録をすると
年齢から計算をして、各予防接種の時期や、WEB予約した場合、近づいた接種日の
お知らせ等がメールで届きます。また母子手帳の接種履歴を写真撮影して送信する
と、数時間～翌日にはデータ化され、いつでもWEBから確認できるようになります。

　病院側も予約状況が一目で確認ができ、各部署との連携が可能なため、ワクチン
の確保や準備等がスムーズになります。また履歴もデータとして確認できるため、
複雑な接種時期がわかりやすく、誤接種予防にもつながります。

　ご理解して頂きたいこととして、当院で初めて予防接種されるお子様や、今まで
他院で接種されており、当院での接種を希望されるお子様は、初回のみ、お電話で
の受付となり、その後この予約システムが利用可能となります。
　また、電話予約のみのワクチンもあります。対象ワクチンはWEB予約の際に案
内がありますので確認後、電話予約をお願いいたします。
　接種される際は、母子手帳への記録は必要となりますので、忘れず持参をお願い
します。

　令和 6年 7月からの予防接種を、6月後半からWEB予約を開始できるよう準備
を進めています。
　準備ができ次第、病院内やHP、LINE 公式アカウント等で皆様へ案内させていた
だきます。
　また、今まで同様、電話での予約受付も行っておりますので、お気軽にお問合せ
下さい。

　今後は秋～冬にかけて実施予定のインフルエンザやコ
ロナワクチンの予防接種予約も、乳幼児～高齢者の全町
民対象に、システムからの予約できる準備も進めており
ますので、あらためてご案内させて頂きます。
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所
得
・
課
税
証
明
書
の
取
得
に
つ
い
て

　

６
月
か
ら
、
令
和
６
年
度
（
令
和
５
年

分
）
の
所
得
証
明
書
、
及
び
課
税
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
の
申
請
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※
令
和
元
年
度
か
ら
、
同
一
世
帯
の
親
族

の
代
理
申
請
に
限
り
、
委
任
状
が
不
要
で

す
。公

民
館
等
の
固
定
資
産
税
の
減
免

　

南
小
国
町
税
条
例
第
71
条
に
よ
り
、
公

益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
建
物
や
土
地

は
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課

固
定
資
産
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
例
）
公
民
館
の
土
地
の
固
定
資
産
税
の

減
免
（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
き
ま

す
。）

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
や
喪
失

は
、
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
役
場
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取
得
し
た
場

合
、
一
括
し
て
国
民
健
康
保
険
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
資
格
の
取
得
や
喪
失
が
あ
る

場
合
は
、
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
は
喪
失
し
た

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
役
場
町
民
課

で
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。町

税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
お
す
す
め

で
す

　

納
付
の
際
に
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
が
省
け
、
各
納
期
限
に
自
動
的
に
引
き

落
と
し
さ
れ
る
為
、
納
め
忘
れ
が
無
く
安

心
か
つ
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
お
申
し

込
み
は
、
引
き
落
と
し
を
希
望
さ
れ
る
金

融
機
関
の
窓
口
に「
通
帳
」「
通
帳
届
出
印
」

を
お
持
ち
の
上
、
お
手
続
き
下
さ
い
。

※
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

　

・
肥
後
銀
行

　

・
熊
本
銀
行

　

・
阿
蘇
農
協

　

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

令
和
６
年
度
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

等
の
受
付
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
は
経
済
的
な
理
由
で
保
険

料
（
１
６
，
９
８
０
円
）
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和

６
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和
６

年
７
月
分
か
ら
令
和
７
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
ま
す
。

全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が
免
除

３
／
４
免
除
保
険
料
の
１
／
４
を
納
付

（
４
，
２
５
０
円
）

半
額
免
除　

保
険
料
の
１
／
２
を
納
付

（
８
，
４
９
０
円
）

１
／
４
免
除
保
険
料
の
３
／
４
を
納
付

（
１
２
，
７
４
０
円
）

　

免
除
申
請
さ
れ
る
と
申
請
者
本
人
、
世

帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
、
失
業
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
保
険
料
免
除
（
一
部

免
除
）
の
審
査
、承
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

（
所
得
に
よ
っ
て
は
免
除
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）　

　

一
部
免
除
と
な
っ
た
場
合
は
、
残
り
の

納
付
部
分
を
納
め
な
い
と
未
納
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

《
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
》

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

・
退
職
、
失
業
に
よ
る
申
請
は
、
雇
用
保

険
の
「
受
給
資
格
者
証
」「
被
保
険
者

離
職
票
」
な
ど
の
写
し

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を
開
催
し

て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

■
開
催
日　

７
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　

８
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
月
６
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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外
国
人
の
不
法
就
労
、

外
国
人
の
不
法
就
労
、

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を
！

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を
！

～
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の

た
め
の
活
動
強
化
月
間
～

　

国
内
で
は
、
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
五
類
移
行
に
伴
い
、
訪
日

外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
中
、
偽

造
し
た
在
留
カ
ー
ド
や
偽
変
造
文
書
を

使
っ
て
、
不
法
滞
在
し
な
が
ら
就
労
す
る

事
案
、
技
能
実
習
生
が
失
踪
し
て
就
労
す

る
事
案
な
ど
、
手
口
が
悪
質
巧
妙
化
し
て

お
り
、
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
を
め
ぐ
る

状
況
は
依
然
と
し
て
看
過
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

不
法
就
労
と
は

①
不
法
滞
在
者
や
被
退
去
強
制
者
が
働
く

場
合

②
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
働
く
許
可
を

受
け
て
い
な
い
の
に
働
く
場
合

③
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
認
め
ら
れ
た

範
囲
を
超
え
て
働
く
ケ
ー
ス

◆
事
業
者
が
不
法
就
労
さ
せ
る
等
し
た

場
合

・
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
外

国
人
を
雇
用
し
た
り
、
不
法
就
労
を

あ
っ
せ
ん
し
た
人

　

→「
不
法
就
労
助
長
罪
」

３
年
以
下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金

・
不
法
就
労
さ
せ
た
り
、
不
法
就
労
を

あ
っ
せ
ん
し
た
外
国
人
事
業
主

　

→
退
去
強
制
の
対
象

※
雇
用
し
た
外

国
人
が
不
法

就
労
者
で
あ
る
と
知
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
雇

用
し
よ
う
と
す
る
際

に
在
留
カ
ー
ド
を
確
認
し
て
い
な
い

等
の
過
失
が
あ
る
場
合
、
処
罰
を
免
れ

ま
せ
ん
。

※
不
法
就
労
防
止
措
置
（
就
労
資
格
の
確

認
等
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

　

６
月
に
な
り
大
雨
に
注
意
す
る
時
期
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
土
砂
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
変

重
要
で
す
。

土
砂
災
害
か
ら

土
砂
災
害
か
ら身を

守
る
た
め
に

身
を
守
る
た
め
に

１
．
熊
本
県
総
合
型
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
活
用

　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
、
雨
量
の
情
報
や

土
砂
災
害
危
険
度
情
報
、河
川
情
報
な
ど
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
災
害
時
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
豪
雨
に
な
る
前
に
！

　

災
害
時
に
は
、
気
象
状
況
や
道
路
の
状

況
の
悪
化
に
よ
り
、
避
難
に
予
想
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

ご
高
齢
の
方
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る

方
は
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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公共下水道についてのお願い（建設課から）公共下水道についてのお願い（建設課から）

☆下水道への早期接続について
　赤馬場地区と満願寺地区の一部では、公共下水道整備の全ての工事が完了していますが、その加入

率は約 75％にとどまっています。下水道法では、下水道を使用できる区域になりますと、区域内にお

住いのみなさまには、次の義務が生じることになります。

▼ 下水道が使える区域になった時、その区域に土地や建物を所有する人は、その敷地からの汚水を遅

延なく下水道に接続させる義務が生じます。（下水道法第１０条）

▼ 下水道が使える区域になった時、汲取り便所を使用している人は、３年以内にその便所を水洗便所

に改造する義務があります。（下水道法第１１条の３）

◎下水道に接続すると、次のようなメリットがあります・・・

・水洗化されることで、悪臭を防ぎ、町を清潔に保つほか、河川などの公共水域の水質が守られます！

・従来の落とし込み式のトイレに比べて、高齢者の方々の足腰の負担が軽減されるだけでなく、小さ

いお子様や帰省された方々も安心して使用できます！

・浄化槽の維持管理やメンテナンスが不要になります！（維持管理費用 : 年間 約 6 万円～ 7 万５千円

程度）

～下水道への接続の流れ～

＊公共ます・・・宅内から排出される排水が全て合流する最終ますで、これより宅内側の排水管が使用者管理、
公共ますを含んだ公道側の排水管が町管理となります。

◎公共下水道区域内の方で、未だに未接続の方は、公共下水道への接続にご理解をお願いします。

☆下水道の正しい使い方について
　残飯や油の他、水に溶けないウェット

ティッシュ等の紙類は絶対に下水道に流

してはいけません。

　これらを下水道に流すとポンプの詰ま

りを引き起こすため下水道の利用を制限

するなど、その地区で下水道を利用する

全ての方々に悪影響を及ぼします。

　最近では、杉田地区においてウェットティッシュのような異物の詰まりが原因で、下水道施設の故

障が頻発しています。

　下水道の正しい使用について、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【連絡・問い合わせ】　建設課 水道住宅係　☎ （４２）１１１４

◎実際に、ストッキングや下着がマンホールポンプに
詰まり、故障が発生した事例があります！

18
広報きよら 2024.6広報きよら 2024.6



『市原地区新規水源ボーリング調査について』
　市原地区において安定供給可能な新規水源を確保することを目指し、かねてより計画を
進めておりましたボーリング調査についてお知らせします。
　新規水源候補地調査に引き続き、千代田工業株式会社と 37,400,000 円にて業務委託
契約を締結し、現在ボーリング（掘削）作業中です。作業内容としては地下 100 メート
ルまでの掘削を予定しており、現在（5月中旬）において 70メートル程度まで掘り進ん
でおります。岩盤を掘り進める際には、ボーリング機器の冷却と削った土砂等を運び出す
役割を果たす「掘削水」と呼ばれる水が多く必要となりますが、農業用井手の水を利用さ
せていただくなど、地域住民の皆様のご協力を得ながら作業を進めているところです。
　掘削が進み、順調に地下水を含む地層に到達すれば、その後は飲料水として安全かつ安
定的に供給可能かを見極める各種検査を実施します。全て
の検査を問題無くクリアすることができれば、町水道とし
ての認可を申請する運びとなってまいります。

『南小国町簡易水道事業基本計画の進捗』
　南小国町簡易水道事業の基本計画見直しの進捗状況につきましては、令和 4年度から
取りまとめを進めており、給水人口及び給水実績等の調査を踏まえ将来必要となる計画給
水人口及び計画給水量を算出しました。今後はこれらの数値を基に、現在新規水源確保の
作業に取り掛かっている市原配水区以外においても、水源の確保や配水池の更新等を計画
的に進めていき、より安定した水道事業を目指してまいりますので、町民の皆様のご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

南小国町簡易水道事業に関するお知らせ南小国町簡易水道事業に関するお知らせ

　令和６年度 企業版ふるさと納税による　　令和６年度 企業版ふるさと納税による　
　　寄附をいただいた企業のご紹介　　　　寄附をいただいた企業のご紹介　　

　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々
な地方創生の取り組みを進めています。町の取り組みを支援するために、企業の皆様より企業
版ふるさと納税による寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につき
ましては、了承をいただいた企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
タレントスクエア（株） 東京都渋谷区 100,000 円 令和６年４月

ボーリング作業のようす
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は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

苗
植
う
る
鍬
一
打
ち
の
重
か
り
し　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

紫
木
蓮
開
き
切
っ
た
る
花
太
し　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

病
棟
の
窓
に
佇
む
日
永
か
な　
　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

鯛
焼
き
の
餡
も
ア
イ
ス
に
聖
五
月　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

青
嵐
乳ち

離ば
な

す
牛
の
啼
く
夜
か
な　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

せ
せ
ら
ぎ
の
リ
ズ
ム
に
の
れ
ば
若
葉
風　
　
　

佐
渡　

節
子

ワ
ラ
ビ
野
の
鳶と

び

の
輪
の
中
ワ
ラ
ビ
取
る　
　
　

下
城　

た
ず

大
輪
の
八
重
芍
薬
は
母
の
忌
に　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

馬あ

せ

び
酔
木
咲
き
雨
に
ぬ
れ
い
し
花
う
す
し　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

【
評
】
壺
形
の
淡
い
紅
か
白
色
の
花
を
つ
け
、
山
の
尾
根
筋
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
庭
に
植
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
雨
が
降
り
続
き
淡
い
花
が
一
層
淡
く
感
じ
、
哀
れ
も
感
じ
る
。

道
の
駅
は
空
木
の
花
を
曲
が
り
直
ぐ　
　
　
　

安
武
く
に
子

【
評
】
友
人
た
ち
と
道
の
駅
に
寄
る
事
も
楽
し
み
の
一
つ

「
曲
が
り
直
ぐ
」
の
言
葉
に
楽
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５３６回市（４月２３日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 280（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 14,600 13,400 10,000

18～22㎝ 13,800 12,700 11,000

24～28㎝ 13,100 12,500 11,000

30㎝上 13,500 12,600 11,000

3ｍ

4～9㎝ 110（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 15,000 13,500 11,700

18～22㎝ 14,700 13,000 10,200

24～28㎝ 12,700 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 280(本売）

10～13㎝ 530(本売） 480(本売）

14～16㎝ 17,000 16,500 11,800

18～22㎝ 16,900 16,100 10,800

24～28㎝ 14,600 10,000

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 940.47 10,412,249 11,071

桧 49.07 577,346 11,766

杉、桧 62.624 572,987 9,150

ナロヒ 0.41 3,280 8,000

合　計 1,052.574 11,565,862 10,988

20
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

　

７
月
の
住
民
健
診
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
に
対
し
て
、
青
色
の
封
筒
で

書
類
を
す
で
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
て
い
る
封

筒
を
開
封
し
、
ご
自
分
の
受
診

日
、
受
付
時
間
、
受
診
場
所
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
診
日
や
受
付
時
間

の
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、
健

診
実
施
機
関
で
あ
る
熊
本
県
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
０
９
６（
３
６
５
）２
５
１
１

受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
受
診
項
目
の
変
更

は
健
診
当
日
で
も
可
能
で
す
。）

　

ま
た
、
健
診
申
し
込
み
を
し

て
い
る
方
で
、
書
類
が
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
転
入

さ
れ
た
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
役
場 

町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎（
４
２
）１
１
１
３

小
国
郷
外
で
も
、
鍼
灸
券
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

※
県
内
隣
接
市
町
村
に
施
術
所

を
有
し
、
指
定
申
請
し
た
鍼
灸

院
に
限
る
。

　

南
小
国
町
に
住
民
を
有
す
る

40
歳
以
上
の
方
に
、
鍼
灸
施
術

券
（
10
枚
綴
り
）
を
交
付
し
て

い
ま
す
。こ
の
券
を
持
参
す
る
と
、

施
術
費
の
自
己
負
担
分
の
１
，

１
０
０
円
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
県
内
隣

接
市
町
村
内
の
鍼
灸
院
の
う

ち
、申
請
を
し
た
鍼
灸
院
で
も
、

当
町
の
鍼
灸
券
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
５
月
15
日
現
在
、

左
記
の
７
院
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

【
小
国
郷
内
】

北
里
鍼
灸
セ
ラ
ピ
ー

杉
鍼
灸
院

北
村
は
り
院

【
小
国
郷
外
】

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
う
ぶ
や
ま

治
療
院

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
鍼
灸
治
療
院

つ
か
も
と
鍼
灸
治
療
院

阿
蘇
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
院

　

利
用
ご
希
望
の
方
は
、
町
民

課
窓
口
ま
で
申
請
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
施
術
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

尚
、
施
術
券
は
本
人
以
外
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
有
効
期
限

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で  

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

６
月
は「
食
育
月
間
」で
す
！

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命

の
源
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
様

が
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
健

康
で
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
、

健
康
食
生
活
の
実
現
に
向
け
た

食
育
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む

こ
と
の
大
切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
災
害
時
へ
の
備
え

な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

健診日 健診会場 受付時間

７月22日（月） 南小国町役場きよら
ホール

８時～10時50分
７月23日（火）※

７月24日（水） りんどうヶ丘小学校

７月25日（木） 中原小学校

※７月23日（火）は、乳がん・子宮頸がん検診の実施はあり
ません。

6/16(日)～7/15(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

6/16(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科

 6/23(日) 坂梨ハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科

6/30日) 眼科 古嶋医院 ☎34-0008 眼科

7/7(日) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科

7/14(日) 古閑医院 ☎22-3000 内科、消化器科、小児科

7/15(月) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

広報きよら 2024.6広報きよら 2024.6
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ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
出
張

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
『
ひ
き
こ
も
り
』
と
は
、
様
々

な
要
因
に
よ
っ
て
対
人
交
流
や

社
会
参
加
が
長
期
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
ご

本
人
や
ご
家
族
の
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
お
電
話

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。ま
た
、

ご
都
合
の
悪
い
方
は
他
の
会
場

で
の
相
談
、
電
話
相
談
等
も
可

能
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

・
熊
本
県
内（
熊
本
市
を
除
く
）

に
お
住
い
の
概
ね
18
歳
以
上
の

ご
本
人
や
ご
家
族
、
そ
の
支
援

者
の
方

■
日
程

・
令
和
６
年
７
月
24
日（
水
）

・
令
和
７
年
１
月
24
日（
金
）

相
談
時
間
は
１
枠
50
分
で
す
。

■
場
所

阿
蘇
保
健
所
（
阿
蘇
市
一
の
宮

町
宮
地
２
４
０
２
阿
蘇
総
合
庁

舎
内
）

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
６

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー　

ゆ
る
こ
こ
（
熊

本
市
東
区
月
出
３
丁
目
１—

１
２
０
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７

受
付
時
間
：
月
曜
・
火
曜
・
木

曜（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
を

ご
存
じ
で
す
か

　

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
と

は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
や
認
知

症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
に
介
護
用
品
給
付
券
を
支

給
し
、
精
神
的
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　

介
護
用
品
給
付
券
は
、
指
定

薬
局
に
て
最
大
６
，
２
５
０
円

分
の
介
護
用
品
と
交
換
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
（
６
，
２
５
０

円
を
超
え
た
分
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
）。

※
町
の
指
定
薬
局
は
き
よ
ら
の

さ
と
薬
局
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

在
宅
の
寝
た
き
り
や
認
知
症

の
高
齢
者
で
要
介
護
４
も
し
く

は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

を
介
護
し
て
い
る
方
。

※
施
設
入
所
者
、
入
院
中
の
者

を
除
き
ま
す
。

■
対
象
の
用
品

・
紙
お
む
つ

・
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

・
使
い
捨
て
手
袋

・
清
拭
剤

・
尿
取
り
パ
ッ
ド

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
７

障
害
者
差
別
解
消
法
を
ご
存

じ
で
す
か

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
事
業
者

に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

熊
本
県
で
は
県
庁
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
す
。
障
が
い
に
関
す

る
相
談
に
専
門
的
に
対
応
す
る

相
談
員
が
、「
障
が
い
」
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
職
場
研
修
の
１
コ
マ
や
、

朝
夕
の
例
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

事
業
者
（
目
的
の
営
利
・
非
営

利
、
個
人
・
法
人
の
別
を
問
わ

ず
、
社
会
福
祉
法
人
や
特
定
非

営
利
活
動
法
人
も
含
む
）

■
対
応
可
能
日
時

午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
年
末

年
始
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
講
座
開
催
時
間

20
分
か
ら
60
分
程
度（
応
相
談
）

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法

申
込
用
紙
を
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
に
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
南
小
国
町
役
場

福
祉
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も
・

障
が
い
福
祉
局
障
が
い
者
支
援

課　

広
域
専
門
相
談
員
（
熊
本

市
中
央
区
水
前
寺
６
―
18
―
１
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
６

FAX
０
９
６（
３
８
３
）１
７
３
９

✉to
ku

te
iso

d
an

@
p

re
f.

ku
m

am
o

to
.lg

.jp

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

谷
本　

宗
應
様

志
津
中

（
故
）
護
紹　

様

北
里　

清
代
様

小　

田

（
故
）
文
幸　

様

佐
藤　

則
義
様

新
町
２

（
故
）
勝
美　

様

（
５
月
14
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

な
ら
ば

な
ら
ば

一
年
で
一
番

太
陽
が
出
て
い

る
日
な
ん
ラ
ヨ

一
年
で
一
番

太
陽
が
出
て
い

る
日
な
ん
ラ
ヨ

し
ま
っ
た
！

寝
て
た
ん
ラ
ヨ
！

し
ま
っ
た
！

寝
て
た
ん
ラ
ヨ
！

６
月
21
日
は

　
夏
至
！

６
月
21
日
は

　
夏
至
！

今
日
は
終
日…

太
陽
を
満
喫…

　
　
し
て…

今
日
は
終
日…

太
陽
を
満
喫…

　
　
し
て…

き
ょ
う

き
ょ
う

た
い
よ
う

た
い
よ
う

ま
ん
き
つ

ま
ん
き
つ

し
ゅ
う
じ
つ

し
ゅ
う
じ
つ

が
つ
が
つ

に
ち
に
ち

げ

　し

げ

　し

い
ち
ね
ん

い
ち
ね
ん

い
ち
ば
ん

い
ち
ば
ん

た
い
よ
う

た
い
よ
う

でで

ねねい
ち
ば
ん

い
ち
ば
ん
み
じ
か

み
じ
か

よ
る
よ
る

た
の
た
の

ぎ
ゃ
く

ぎ
ゃ
く

い
ち
ね
ん

い
ち
ね
ん

こ
と
こ
と

ひひ

…

Ｚ
Ｚ…

…

…
…

Ｚ
Ｚ
Ｚ

…

Ｚ
Ｚ…

…

…
…

Ｚ
Ｚ
Ｚ

ぎ
、
逆
に
一
年
で

一
番
短
い
夜
を
楽
し

む
事
に
す
る
ん
ラ
ヨ…

ぎ
、
逆
に
一
年
で

一
番
短
い
夜
を
楽
し

む
事
に
す
る
ん
ラ
ヨ…

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
／
19　

武
田
聰
裕
子（
84
）樋
の
口

４
／
22　

北
里
　
末
久（
73
）赤
馬
場

５
／
14　

宮
﨑
キ
ヨ
子（
89
）高　

花

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

町の人口
（４月末現在）

世帯数　1,874世
帯

（＋９）〈＋53〉
　男　　1,840人

（＋１）〈ー７〉
　女　　2,008人

（＋３）〈＋15〉
　計　　3,848人

（＋４）〈＋８〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

6/
7金

出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

8 土

9 日

10 月

11 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

12 水

13 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
３歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

19 水 出張就職相談　13：30～16：00　役場会議室
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎0967(22)8178

20 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
５歳児健診　13:15～　役場　別館２階

21 金
フリースペースにじいろ　10：00～

小国町福祉センター　悠ゆう館
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

22 土 無料法律相談　10：00～12：00　りんどう荘

23 日

24 月

25 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

26 水

27 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場
１歳児健診　13:15～　役場　別館２階

28 金

29 土

30 日

7/
1月

2 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

3 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

4 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

5 金

6 土

7 日

8 月

町民カレンダー 令和６年 ６月・７月
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BIRTHDAY
  H

A
PPY

５月

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

5.5.9生

宇
う

野
の

　颯
そう

馬
ま

くん

5.5.8生

畠
はたけやま

山　立
りつ

くん

5.5.24生

河津   さくらちゃん

（父）勝さん

（母）裕美さん
杉田下

毎日イタズラモード全
開なそうま君。お誕生
日おめでとう！これか
らもコタ兄ちゃん（犬）
と仲良くしてね !!

（父）茂さん

（母）ゆかさん
赤馬場

お誕生日おめでとう !! いつも立の元気な笑顔がみん
なを幸せにしてるよ。これからも元気を振りまいてね。

（父）典夫さん

（母）メリアンさん
矢田原

さくら、パパとママの
所に来てくれてサン
キュー！これからみん
なでガンバロー！

5.5.21生

森
もり

永
なが

　歩
ふ

笑
え

ちゃん

5.5.30生

日
ひ

隈
ぐま

　万
ま

喜
き

くん

（父）光洋さん

（母）一美さん
新町１

いつもニコニコ笑顔の
まん丸ちゃん♡笑顔
いっぱいの人生を歩ん
でね。我が家に産まれ
てくれてありがとう♡

（父）大貴さん

（母）率さん
脇　戸

たくさん食べて寝て元
気に育ってね。

押戸石の丘 丘の上マルシェ・マゼノ共和国春まつり
　５月４日の午前 10 時からマゼノ共和国春まつりが、10 時半から押戸石の丘 丘の上マルシェが開催され
ました。どちらのイベントも多くの観光客でにぎわっており、マゼノ共和国春まつりでは、紙ひこうきとば
しやもち投げ、ビンゴゲームやコーラ一気飲み大会等が行われました。押戸石のマルシェでは、特設ステー
ジでアーティストたちが歌を披露したり、舞茸ラーメンやクレープ等多くの出店が並んでいました。

舞茸ラーメン（押戸石）舞茸ラーメン（押戸石）演歌を歌うアーティスト（押戸石）演歌を歌うアーティスト（押戸石）笑顔のお客さん（押戸石）笑顔のお客さん（押戸石）

もち投げ（マゼノ）もち投げ（マゼノ）魚のつかみ取り（マゼノ）魚のつかみ取り（マゼノ）紙ひこうきを作る子どもたち（マゼノ）紙ひこうきを作る子どもたち（マゼノ）

広報きよら 2024.6広報きよら 2024.6
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〒
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熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1171　

 FAX  0967(42)1122

－
自
然
と
調
和
し
た
『
き
よ
ら
の
郷
』
づ
く
り
－

　
　
い
き
い
き
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
り
ま
し
ょ
う


